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様式第２号（８関係）  

会  議  録  

会 議 の 名 称 令和８年度第１回ひたちなか市環境審議会  

開 催 日 時 令和８年９月１４日（月）１５時００分～１６時１５分  

開 催 場 所 ひたちなか市役所第三分庁舎２階  防災会議室２・３  

出 

席 

者 

委員（者）氏名  

小松﨑委員，森島委員，大友委員，岩田委員，深谷委員  

小林委員，𠮷田委員，川又委員，田所委員，宮﨑委員  

小川委員，井上委員  

担当部課職員職氏名 

西野経済環境部長  

植野環境政策課長  

菊池環境政策課長補佐兼係長（環境政策担当）  

川上環境政策課係長（環境対策担当）  

仲沢環境政策課主幹  

押鴨環境政策課主事  

（関係課として上下水道局経営企画課・施設課職員同席）  

会 議 次 第 

及 び 会 議 の 

公開又は非公開の別  

令和８年度第１回ひたちなか市環境審議会  
１  開会  
２  会長・副会長選出，会長挨拶  
３  審議事項  
  ・「地域再生計画（地方創生汚水処理施設整備推進交付

金）の事後評価」について  
４  報告事項  

  ・「ひたちなか市第３次環境基本計画（改定）」について  

５  その他  

非 公 開 の 理 由 

(会議を非公開とした場合 ) 
 

傍 聴 者 の 数 ０名  

会 議 資 料 の 名 称 

・令和８年度第１回環境審議会次第  

・ひたちなか市環境審議会委員名簿，事務局名簿  

・ひたちなか市附属機関の設置に関する条例  

・ひたちなか市環境審議会運営規程  

・地域再生計画（地方創生汚水処理施設整備推進交付金）の

事後評価調書  

・地域再生計画（地方創生汚水処理施設整備推進交付金）の

事後評価について  

・ひたちなか市第３次環境基本計画（改定）について  

・「ひたちなか市第３次環境基本計画（改定）」  

会 議 録 の 作 成 方 法  要約方式  
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そ の 他  

 

 

審議内容（発言者，発言内容，審議経過，決定事項等）  

事務局  

 

 

 

 

小松﨑会長  

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

森島委員  

 

 

 

 

事務局  

 

 

𠮷田委員  

 

 

経営企画課  

 

 

 

 

 

１  開会  

２  会長・副会長選出  

事務局の進行により開会し，委員の互選（委員からの

提案：事務局一任）により，会長に小松﨑秀人委員，副

会長に森島康委員が選出された。  

３  会長挨拶  

 

４  審議事項  

・「地域再生計画（地方創生汚水処理施設整備推進交付

金）の事後評価」について  

資料に基づき説明を行った。質問や意見，提案等が

あり，全員一致で了承となった。内容は次のとおり。  

 

（質問，意見，提案等）  

目標１の未達成理由における「人口減少」の表現に

ついて，「人口減少」は普及率の上昇に繋がるものであ

り，行政人口と普及率のグラフの相関関係を踏まえる

と違和感がある。  

 

ご指摘の点について，文章の表現を精査して修正す

る。  

 

水洗化普及員による訪問啓発で未接続となった世帯

の状況はどうか。  

 

未接続の世帯は主に高齢者であり，転出で空き家と

なっている場合や，既存の単独浄化槽のまま費用をか

けてまで接続する意思がないケースがほとんどであ

る。  
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小川委員  

 

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

井上委員  

 

 

 

事務局  

 

 

 

岩田委員  

 

 

森島委員  

 

 

事務局  

 

 

 

５  報告事項  

・「ひたちなか市第 3 次環境基本計画（改定）」について  

資料に基づき説明を行った。質問や意見，提案等があ

り，全員一致で了承となった。内容は次のとおり。  

 

（質問，意見，提案等）  

早戸川の水質改善について，N-BOD などの汚れの原

因究明と具体的な対策を早めに進めてほしい。名平洞

の水質浄化や特定外来生物（ミシシッピアカミミガメ）

対策についても公園緑地課と連携して取り組んでほし

い。  

 

N-BOD は数値的な測定から原因の大体の絞り込み

はできている。また早戸川の構造的なものも一因と考

えている。名平洞のミシシッピアカミミガメについて

は公園緑地課と連携しながら検討していく。  

 

ひたちなかの特徴である海，それに関連したマイク

ロプラスチック，ブルーカーボンの取り組み等を，ど

の程度環境教育に取り込んでいるのか。  

 

ブルーカーボン等の取組みは関係者の情報収集を進

めているところ。環境教育については大学等の包括連

携先を中心に具現化へ向けて動いている。  

 

事業所としても 30by30 の認定を受けており協力で

きるのでお声がけいただきたい。  

 

リーディングプロジェクト３の探究型学習など，新

しく検討している施策の動きはどうか。  

 

探究型学習は実施に向け調整中。ここ数年の新しい

動きとして環境団体が行うイベント等への環境政策課

ブースの出展があり，また来年２月２０日の環境フェ

スタ（ふぁみりこらぼ）の準備を進めている。  
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井上委員  

 

リーディングプロジェクト３に記載のある環境シン

ポジウムに参加したが，すごくよかったと思っている。

学校以外のコミュニティで，環境に関する市民の繋が

りができるのはすごく価値があるのではないか。  

 

６  その他  

特になし。  

 

７  閉会  

 

 

以上，会議の内容に相違ないことを証明する。  

令和８年１０月２日   

 

ひたちなか市環境審議会   会長   小松﨑  秀人  

 

 


